
　
新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
や
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入

園
・
入
所
の
際
に
「
支
給
認
定

申
請
」
が
加
わ
り
ま
す
〈
図
２
〉
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
お
子
さ

ん
の
保
育
の
必
要
性
や
、
市
が

新
た
に
設
定
す
る
授
業
料
・
保

育
料
の
金
額
（
現
在
検
討
中
）

に
つ
い
て
も
、
認
定
等
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
新
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

市
町
村
で
は
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
の
現
状
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

五
年
を
一
期
と
す
る
同
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
保
護
者
向
け
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
昨
年
十
一
月
に

実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

市
社
会
福
祉
審
議
会
児
童
福
祉

専
門
分
科
会
（
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
）
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
現
在
、
同
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
同
計
画
の
素
案
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
）
を
実
施
し
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
同
計
画
の
策
定
は
、
今
年
度

末
を
予
定
し
て
お
り
、
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
広
報
い
わ

き
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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　私は現在、２歳児から中学３年生までの
５人の子どもを育てながら、弁護士をして
います。震災後、いわき市は多くの課題を
抱えています。私が子育て当事者として見
聞きしたことや、弁護士の仕事を通じて
知ったさまざまな困難な状況について、み
んなで考え、子どもたちがたくましく、の
びのびと育つことができる「いわき」を実
現したいです。

　命の誕生に関わる助産師の願いは、全て
の子どもたちの幸せです。今回の新制度に
よって、子どもの成長と産み育むための支
援整備や地域づくりに、本格的に取り組め
る時が来ました。「今が未来」を心に据え、
日ごろのＮＰＯ活動を通した市民目線と母
子に関わる専門職の視点で、子どもを中心
に地域全体が笑顔あふれる「いわき」の実
現に向け、同会議に参画しています。

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

子ども・子育て会議委員にインタビュー

子どもたちがたくましく
のびのびと育つことが
できるいわきの実現を

菅波香織さん

日ごろのＮＰＯ活動を通
した市民目線と母子に関
わる専門職の視点で

草野祐香利さん

利用者 幼稚園・保育所
認定こども園

市

入園・
入所　
申込書

入園・
入所　
決定通知

支給認定
申請書

支給認定
申請書

支給
認定証

支給
認定証

〈図２〉入園・入所手続きのイメージ

○支給認定とは？
　保護者からの申請に基づき、次のような区分で教育標準時間認定（１号認定）や保
育の必要性の認定（２号および３号認定）を行うものです。

来年４月　子ども・子育て
支援新制度がスタート
来年４月　子ども・子育て
支援新制度がスタート

認定区分 年齢 内容 対象施設など
幼稚園、認定こども園

保育所、認定こども園

保育所、認定こども園など

満３歳～
小学校就学前

満３歳未満

１号認定 ２号認定以外の場合

保護者の就労等の事由により、
家庭において必要な保育を受け
ることが困難である場合３号認定

２号認定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
は
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行

や
、
家
庭
お
よ
び
地
域
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
全
て
の
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、

幼
児
教
育
、
保
育
、
地
域
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
質
や
量

の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
も
の

で
、
来
年
四
月
か
ら
の
本
格
ス

タ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
幼
児
教
育
・

保
育
を
一
元
的
に
推
進
す
る
た

め
、
教
育
と
保
育
の
両
方
の
機

能
を
併
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も

園
」
の
認
定
や
、
そ
れ
ぞ
れ
に

行
わ
れ
て
い
た
保
育
所
、
幼
稚

園
等
の
財
政
支
援
の
仕
組
み
が

共
通
の
制
度
と
し
て
一
本
化
さ

れ
、
さ
ら
に
は
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
策
の
充
実
な

ど
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
新
制
度
で
は
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
が
「
施

設
型
給
付
」
、
家
庭
的
保
育
や

小
規
模
保
育
は
「
地
域
型
保
育

給
付
」
と
し
て
市
が
利
用
者
負

担
や
実
費
分
を
除
い
た
費
用
を

負
担
す
る
ほ
か
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
の
妊
婦
検
診
や
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
「
地
域
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
も

同
じ
制
度
の
枠
組
み
に
入
り
ま

す
。

　
な
お
、
私
立
幼
稚
園
が
新
制

度
の
枠
組
み
に
入
る
か
は
選
択

可
能
で
あ
り
、
入
ら
な
い
場
合

は
手
続
き
な
ど
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
〈
図
１
〉
。
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４月

　
来
年
四
月
か
ら
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新

制
度
の
概
要
や
、
実
施
に
向
け
た
現
在
の
市
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○お問い合わせ
　子ども・子育て支援新制度準備
　プロジェクトチーム　☎22-7483

〈図１〉新制度の枠組み（イメージ図）

教育施設

認定
こども園

家庭的保育
（１～５人）

小規模保育
（６～19人）

居宅訪問型保育
（原則１人）

地域子ども・
子育て支援事業
（放課後児童クラブ
など13種類）

地域の実情に
応じた制度実施

公立保育所

私立保育所

公立幼稚園

私立幼稚園
※制度の枠組み
　に入るかは、
　園が選択可能。

※制度の枠組みに入るかは、事業所が
　選択可能（要件あり）。

事業所内保育

児童福祉施設 施設型給付

地域型保育給付


